
神於山（こうのやま）シャープの森 
 
・神於山シャープの森は、「シャープグリーンクラブ」（以下 SGC）が、岸和田市にある「神於山」に開設したシャー

プの森です。 
・大阪府アドプトフォレスト制度認定第１号として、シャープが大阪府及び岸和田市と 2006 年 4 月 1 日～2011 

年 3 月 31 日の 5 ヵ年の３者協定を結び、里山保全活動を開始しました。 
・2011 年 4 月 1 日以降も協定を結び活動を継続。 
・2012 年からは「フクロウの棲む森づくり」をテーマに第 2 次里山保全活動を進めています。 
・社友会は、開設当初から社友有志が「神於山グリーンサポーター（以下神於山ＧＳ）」のメンバーになり、現役社員

の皆さんと一緒に毎月継続して森づくり活動を進めています。 
・また 2012 年 1 月からは社友会独自に「チーム神於山」を立ち上げ、神於山シャープの森づくりを支援しています。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神於山シャープの森 概略図 

〔規模〕 
南北約 300m 東西最大巾約 100m の岸和田
市所有地。南北 300ｍの西側は神於山を縦断
する林道に、又東側は尾根道に、それぞれ面
しています。 
〔面積〕 
約 21,000 ㎡ (2.1ha)。甲子園球場のグラウ
ンド（13500 ㎡）の約 1.5 倍。 
他に、近隣の岸和田市所有の竹林管理も行っ
ています。 

 
１．「シャープグリーンクラブ」とは？ 
 

・シャープ従業員自らが社会貢献活動を通じボランティアマイン
ドを高め、地域社会に貢献していくことを目的に、2003 年 6
月にシャープ(株)とシャープ労組が共同で設立したボランティ
ア団体。 

 
２．「神於山」とは？ 
 

・大阪府岸和田市土生町に在る独立峰。（山脈に含まれない独立し
た山。単独峰。）春木川の源流。 

・古来「神の於わす山」として崇拝の対象となっていたが、近年
は竹林の拡大繁茂などによる植生環境の悪化や廃棄物の不法投
棄等により荒廃が進んでいた。 

・2004 年に大阪府が、自然再生推進法に基づく 里山再生第一
号として国に登録し、本格的な保全・再生を開始。 
以後現在まで官民協力して保全・再生活動が続けられている。 
〔規模〕標高 296.4ｍ。南北約 300m 東西最大巾約 100m。

総面積約 180ha。 
 
３．神於山で行っている里山の保全・再生活動とは？ 
 
 ・自然景観保全：下草刈り・枝払い・間伐。モミジ・クリ等の自

然林保全の為の竹・雑木の間伐等。  
・生物多様性保全：イノシシ・ノウサギ・ササネズミ等の小動物

やウグイス・ホオジロ・メジロ等の小鳥、カエル・ヘビ・トカ
ゲ等の爬虫類、カブトムシ・タマムシ・ゴマダラチョウ・ヒカ
ゲチョウ等の昆虫類の生息を確認。 

 ・里山自然体験：タケノコ掘り・シイタケの原木栽培・クラフト
等里山遊び・インタープリテーション・自然環境教育等。 

・里山調査・学習会：植生調査として「毎木調査」等実施。また、
神於山ＧＳを対象に 勉強会「里山遊々塾」を開講。 

 
４．「神於山ＧＳ」とは？ 
  

・現役社員と社友有志による神於山シャープの森づくり推進組織
（登録者数：社員 20 名･社友 15 名）。年１～２回開催する一
般社員・社友参加の育林イベントとは別に、現在毎月第２土曜
日に育林活動を実施中。（年間延べ 260～280 名参加） 

 
５．「チーム神於山」とは？ 
 

・2012 年 1 月に社友の神於山ＧＳ（15 名）を中心に組織した
社友会独自の神於山シャープの森づくり推進支援組織。 

・毎月第 4 土曜日に SGC の方針に沿い里山の保全・再生活動を
実施中。 

 
６．活動のモットーは？ 
 
 ・“絶対無理せず楽しくやろう！” 
 ・結構厳しい作業も有りますが、どの様な状況下でも楽しむこと

を忘れないのがメンバーの良い所で、いつもワイワイがやがや
賑やかに活動しています。 

 ・活動後、近隣の松葉温泉“滝の湯”で一風呂浴びるのは夏場の 
の通のＧＳの楽しみです。 
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